
太陽光発電を設置する
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発電した電気を電力会社へ高く売り、売電収入が得られる。
電気の使用量よりも高い金額で売る事が出来る。

今後の光熱費値上がり、消費税の増税、物価高騰などに備えられます。

太陽光発電を設置するだけで、毎日の生活が自然と節電につながります。

停電が起こっても、太陽光発電を自立運転機能に
切り替えることにより、日中陽がさしていれば太陽光発電による
電力を使用する事ができます。

また、丈夫な太陽光パネルが屋根を保護し、屋根材もより
長持します。今ある建物の資産価値向上をお約束します。

既に電化住宅の方は昼間の高い電気代を使わないですみます。

エネルギーの問題により、電気代の高騰が予想されるなか太陽光発電で
自家発電ができれば、そのリスクを回避でき家計の節約にもなります。
将来設計にも安心感をプラスします。

今まで漠然と使っていた電気使用量が数値で見えるようになり、
何にどれだけ使っているかや、発電量をモニターでリアルタイムに確認できるため、
自ら節電・節約に気を配るようになります。お子様絵の教育にもプラスです。

太陽光パネルを屋根に設置する事で、直射日光の熱を遮ります。
夏は涼しく、冬は暖かくなるため冷暖房の使用を控える事ができ、
節電に繋がります。

電気料金の値上がりリスクも回避できる。

発電した電力を家庭で使用することで、節電につながる！

万が一の停電時に備えることもできる。

遮断効果による省エネも期待。

OK!
万一の
場合も
安心！
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